
 

 

  

 

『ありがとう 現 富士見丘中学校舎 そして…』 
校 長  横 田 和 長   

 

 

 

 

いよいよ 1学期が終わります。本校にとって、今学期の終了をもって、現校舎とのお別れとな

ります。生徒たちは、それぞれの学年で、この校舎で過ごした時間は異なりますが、それでも一

抹の寂しさを感じていることと思います。それは、保護者や地域の皆様も同じことと思います。 

昭和２９年４月に、２１番目の杉並区立中学校として、富士見丘中学校は誕生しました。とは

言え、その当時はまだ校舎がなく、高井戸第二小学校と高井戸中学校の教室を借りて、第一回入

学式を挙行。生徒数は１年生のみ２２０名だったそうです。教職員は１１名という体制でした。

学校沿革史には、「教員は自転車又は電車で移動し交互に授業を行った。」と記されています。そ

の当時の生徒や教職員の御苦労が伝わります。 

このような教育環境の中でも、初代の 杉山 代司美 校長は、『勉強と運動の両立』を柱とし

て教育活動を進められ、その成果を積みあげてこられました。本校の生徒会誌『たかね』第２号 

初代生徒会長の 井上 堯 氏のごあいさつでは、「…１年生だけで参加した駅伝競技大会では、

３位を獲得、英語劇でも３位となり、区内で最も新しい我校が２年に満たないで学芸に運動に目

覚ましい存在を示しつつあります。…」とあります。 

２学期になって、新校舎での学校活が始まり、校旗、帽章、バッジなどが制定され、１０月２０

日に落成式を挙行。この日が本校の『開校記念日』となりました。その後、校舎は増築、改築を

経て、昭和４８年に、今の第７期校舎になりました。昭和５６年には、現体育館・プール・東棟

も完成し、今の姿となりました。 

約５０年に及ぶ歴史ある校舎も、今学期をもって、その役目を終えます。今後、改築が始まり、

令和８年に、新校舎が建つ予定です。それまでは、現 富士見丘小学校に仮移転をし、新たな教育

環境で学校生活が始まります。 

もちろん、現校舎でできたことが、仮移転先では今まで通りいかなくなることもあるかもしれ

ません。でも、我々教職員は、そこで考えを閉じて、あきらめてしまうのではなく、生徒たちと

ともに、考えを出し合い、ピンチをチャンスに変えていくという姿勢で、学校生活の充実を図っ

ていきたいと考えています。本校には、これまでに培われてきた伝統『自由と責任』を脈々と受

け継ぐ生徒たちがいます。約７０年近くなる本校の歴史においても、その時々で、様々な苦労が

あり、でもその都度、工夫と努力を重ね、その当時の生徒たち、教職員、保護者、地域の皆様が

主体性をもって、富士見丘中学校の学校生活を切り開いてきたことと思います。 

そこで、お願いがあります。仮移転、そしてやがて完成する新校舎においても、保護者、地域

の皆様には、これまでと同様に、御支援、御協力をお願いします。今、富士見丘中学校はこれま

での長い歴史の中でも、大きな節目を迎えています。生徒たちへの御家庭での御支援もさること

ながら、ほんのわずかでもいいので、何か御協力いただけることがあれば、よろしくお願いしま

す。生徒たちとともに、新しい富士見丘中学校を、一緒に創っていただけると幸いです。 

 

貢献する学校 
 令和５年７月２６日（水） 

杉並区立富士見丘中学校 

http://www.suginami-school.ed.jp/fujimigaokachu/ 

学校だより  



 

 

 

 

 
 

 ２年生は、7月4日（火）～６日（木）ま

で職場体験を行いました。 

自分の進路を考える中で一度は自分

の内から出てくる「なんのために働く

のか」「なぜ勉強をしなければならない

の」という問いに対して、それぞれの生

徒が体験の中から感じ、考えてくれる

機会になると良いと思います。 

生徒の職場体験日誌のコメントを紹

介します。＜働くとは、どのようなこ

とだと思いましたか＞ 

・決して楽ではない。 

・誰かの役に立つこと、支えること。  

・やりがいを感じるすばらしいこと。 

・会社が求める目標や目的に沿って自分の能力を活かすこと。 

・一日一日を大切にすることによって、成り立つもの。 

・社会を支える一員になること。  ・疲れたけど幸せ 

・責任を背負うこと。       ・人を大事に思うこと。 

・自分の生涯を感じること。    ・人を笑顔にさせること。 

・大変なこともあるが、その大変さをこえるやりがいを感じられる

こと。 

 3日間、職場体験を受け入れていただいた事業所の皆様ありがとうございました。また、保護者

の皆様もお弁当作りや持ち物などの御協力ありがとうございました。 

 

昨年９月にコロナによる中断から復活した『赤ちゃん

ふれあい体験（中学生が赤ちゃんに出会える日）』。今年

度の準備はその直後の反省会から始まっていました。と

いうのも、現在の校舎で実施するためには、２月から動

き始める必要があったからです。高井戸児童館をはじめ

とする子育てネットワークの皆さま、高井戸子育てネッ

トぱおの皆さまの御協力のもと、今年度も 25 家庭のマ

マさんと赤ちゃんが活動に参加してくださいました。 

保健センターの御尽力で準備いただいた妊婦シュミレ

ーター４体で、まずは代表生徒が妊婦体験を行い、全員

が沐浴人形を使って抱っこの練習をしました。その後、

６グループに分かれて交流会。昨年度との大きな違いは

赤ちゃんとの距離感です。コロナが５類になったことで

大きな行動制限はなく、ママさん達もすぐに赤ちゃんを

中学生に預けてくださり、生徒たちはドキドキしながら

も積極的に抱っこをしていました。終了後のお礼の言葉

で代表生徒が言った、「赤ちゃんとのふれあいは、異文化

コミュニケーションだ」という言葉が印象的でした。 

 
 

 

 

２年生 職場体験学習 令和 5年７月４日～６日 

３年生 赤ちゃんふれあい体験 令和５年６月３０日 

香港ダイニング彩 

モスバーガー久我山店 

サミットストア久我山 

セブンイレブン久我山５丁目

店 

杉並清掃工場 



 

 

 

７月６日（木）５、６時間目に上級学校訪問（専門学校訪問）を行いました。入学して以来 

初めての校外班別活動でしたので、どの生徒も緊張感をもって活  

動できていたように思います。今回の上級学校訪問では、全１７  

校の専門学校に受け入れていただきました。当日は授業見学や説 

明に留まらず、授業内容の体験までさせていただき、生徒たちは 

将来の職業選択の幅を広げることができたようです。班別行動で 

得た成果と課題を今後の活動に生かしてほしいと思います。 

【生徒の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 7日、本校で校庭にて起震車体験による避難訓練を行いました。 

自宅にて被災した場合を想定し、４人１組になりテーブルの下に頭を隠

しました。体験したのはクラス内の代表の数名でしたが、一気に揺れが強

くなり、おさまったと思った瞬間に２回目の揺れが始まるなど、叫ぶ間さ

えなく、テーブルの脚にしがみつくのが精一杯の様子でした。 

 今年は関東大震災からちょうど 100年目。いつ起きてもおかしくない大

地震に日頃から備えておきましょう。 

 

 

 

 今年も浴風会の中庭に花を植える活動に有志の生徒がボラ

ンティア参加しました。青少年委員、PTAの皆さんと協力し

てまずは下準備、植え穴を作り、花苗を並べる。その後、やっ

て来たボランティアの小学生に植え方の説明、そしてみんな

で中庭いっぱいに花を植えました。今年も浴風会に来園され

る方の憩いの場が出来上がりました。 

 

１年生 上級学校訪問 令和 5年７月６日 

 動物と触れ合っているところを見るだけではなく、動物を治療する時に使う大きな機材を見ること

ができて、とても嬉しかったです。犬のブラッシングの方法を教えてもらったので、さっそくうちの

犬に試してみました。いつも以上に毛が整いました。僕は将来ペットショップでアルバイトをしたい

と思っているので、とてもよい経験になりました。 

 専門学校だからこそ学ぶことができることがたくさんありました。関わってくれた人たちもみんな

笑顔で、それぞれ自分のために突き進んでいました。 

避難訓練～起震車体験～ 令和 5年７月７日 

浴風会の花植え 令和 5年７月８日 



 

 

 富士見丘中学校の校舎改築にともなう仮移転先は、 

現富士見丘小学校の旧校舎です。 

【引越しの概略・教職員の動き】 

①８月９日までは通常の夏休みと同じです。 

②８月 10 日～31 日：生徒は学校に入れません。 

③８月 10 日～16 日：学校に教職員は不在です。 

④８月 17 日～31 日：業者による引越し作業日 

⑤８月 23 日から職員室は旧小学校校舎に移ります。 

⑥引越し作業の流れは、教室ごとに「梱包→移設→ 

開梱」最後に「廃棄・斡旋」で行います。 

校舎さよならプロジェクト 

【９月１日（金）】在校生対象 

【９月２日（土）】卒業生・地域の方対象 

 生徒会主催の『校舎さよならプロジェクト』を計 

画しています。登校日ではないので、参加は任意で 

すが、ぜひ校舎にお別れを告げに来てください。 

 

 

 

月 日 曜 行     事  月 日 曜 行     事 
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月 

26 水 終業式  
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月 

16 水 閉庁日 

27 木 三者面談・パワーアップ教室  17 木 校舎引越し開始 

28 金 三者面談・パワーアップ教室  18 金  

29 土   19 土  

30 日   20 日  

31 月 三者面談・パワーアップ教室  21 月  
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月 

1 火 校内引越し作業日  22 火  

2 水 校内引越し作業日  23 水 事務機能移動 

3 木   24 木  

4 金 （吹奏楽コンクール）  25 金  

5 土   26 土 小学校改装終 

6 日   27 日  

7 月   28 月 移設終了 

8 火   29 火 廃棄物搬出 

9 水 現校舎での活動最終日  30 水  

10 木 閉庁日 小学校旧校舎改装始  31 木 予備日 

11 金 山の日 閉庁日  
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月 

1 金 校舎お別れイベント 

12 土 閉庁日  2 土 校舎お別れイベント 

13 日 閉庁日  3 日  

14 月 閉庁日  4 月 夏季休業日終わり 

15 火 閉庁日  5 火 始業式（給食あり） 

７月・８月の行事予定  

梱包・移設・開梱 

図書室・普通教室 

給食室・更衣室 

音楽室・視聴覚室 

職員室・事務室 

主事室・PTA室 

ふじみ・保健室 

調理室・被服室 

理科室・倉庫 

技術室・JOINT 

校庭・物置 

サッカーゴール 

体育館・校庭 

ピアノ 

 

仮移転と生徒会主催のお別れイベント 


